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※「山九のユニーク」マークを作成しました。これは、山九グループの３事業が有機的に結びつくことから生まれる、世

界でも類を見ないビジネスモデルを表現したものです。今後も山九グループの総合力を生かした独自サービスに磨きをか

けて、世界で活躍されるお客様のビジネスをトータルにサポートしてまいります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間の世界経済は、全体としては緩やかな回復基調にあるものの、金融市場の不安定さや中国

景気の減速懸念など先行きの不透明感により、力強さを欠く状況が続いています。米国は堅調な個人消費の下支えはあ

るものの、ドル高と海外需要の低迷を受け、輸出と設備投資が減少し、中国では住宅投資に持ち直しはあるものの、実

質ＧＤＰ成長率は依然として小幅減速、アジア経済全体も輸出停滞により減速傾向となりました。一方、ユーロ圏では

個人消費が堅調に推移し、低金利を追い風とした建設投資も好調で回復傾向が継続いたしました。国内では、大企業・

製造業の設備投資に緩やかな回復傾向が見られるものの、輸出・生産は横ばいで推移、また個人消費は依然弱含みが続

いており、景気は踊り場状態となりました。 

このような経済情勢の下、当社グループの物流事業分野では、国際物流事業における輸出入貨物の取扱量が低調な推

移となったものの、港湾事業ではコンテナ取扱量が好調に推移し、港湾荷役作業が増加、また前期開設した物流センタ

ーの収益が年度当初から寄与いたしました。その一方、機工事業分野では、国内の化学構内におけるＳＤＭ（大型定期

修理工事）の増加および製鉄所構内におけるコークス関連工事の拡大や海外での設備工事案件の増加等があり、全体工

事量が増加いたしました。 

当社グループは、当連結会計年度で２年目を迎える中期経営計画にて「創立１００周年の先を見据えた収益力強化」

を最重要課題と位置付けております。特に当連結会計年度は機工事業への人財育成ならびに戦略的な投資を進めるとと

もに、事業の基盤となる「プラント・エンジニアリング」「ロジスティクス」「オペレーションサポート」を有機的に

結び付けた「山九のユニーク」を展開し、国内外でお客様に貢献するソリューション企業となるよう取り組んでおりま

す。 

  

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,254億78百万円と前年同期比6.7％の増収、利益面におい

ては、営業利益が63億41百万円と41.4％、経常利益は61億９百万円と58.0％、親会社株主に帰属する四半期純利益は41

億26百万円と94.6％のそれぞれ増益となりました。 

  

セグメントごとの業績は次のとおりであります。  

① 物流事業  

国際物流では、国内外とも設備関連輸送作業および輸出入貨物の取扱量が低調に推移し、構内では国内製鉄所におけ

る一部高炉休止に伴う構内物流作業量の減少が影響し、物流事業全体では減収となりました。一方、港湾物流における

コンテナ取扱量が、前第３四半期会計期間より持続的な回復に転じ、当第１四半期連結会計期間の取扱量も堅調に推移、

これに伴う港頭倉庫作業の増加もあり、増収増益となりました。また、３ＰＬ事業も消費財を中心に取扱量が回復、前

期開設した新規物流センターの収益が年度当初から寄与したことや中国国内における内陸輸送作業量の増加もあり、事

業全体では増益となりました。 

売上高は625億94百万円と前年同期比0.2％の減収、セグメント利益（営業利益）は11億61百万円と前年同期比19.2％

の増益となりました。 

なお、当第１四半期連結累計期間の売上高に占める割合は49.9％であります。 

 

② 機工事業 

設備工事関連では、中期戦略として注力しております国内コークス炉改修およびその同調工事の受注拡大に加え、高

炉改修ならびにその付帯工事等を獲得いたしました。海外では東南アジア・中国における施工管理体制の強化を継続す

るとともに、米国での自動車関連設備の据付工事等を獲得しております。設備保全関連では、国内における石油・石化

構内設備のＳＤＭがメジャー年であり、前期マイナー年との同期で比較した工事量の増加に加え、前年度末に完全子会

社化した山九重機工が収益に寄与し、機工事業全体では増収増益となりました。 

売上高は567億57百万円と前年同期比15.3％の増収、セグメント利益（営業利益）は49億21百万円と前年同期比

55.4％の増益となりました。 

なお、当第１四半期連結累計期間の売上高に占める割合は45.2％であります。 
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③ その他 

国内機工事業にかかる機材賃貸の増加により増収となりましたが、システム開発案件の受注減少等により減益となり

ました。 

売上高は61億27百万円と前年同期比8.7％の増収、セグメント利益（営業利益）は２億21百万円と前年同期比7.6％の

減益となりました。  

なお、当第１四半期連結累計期間の売上高に占める割合は4.9％であります。 

 

（２）財政状態に関する説明 

(流動資産)  

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,774億72百万円であり、前連結会計年度末に比べ116億92百万円と

7.1％増加しました。主な要因は、作業量の増加による受取手形および売掛金、ならびに未成作業支出金の増加による

ものです。 

  

(固定資産) 

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は2,036億37百万円であり、前連結会計年度末に比べ18億25百万円と

0.9％減少しました。主な要因は、投資有価証券の時価評価による減少等によるものです。 

  

(流動負債) 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,363億87百万円であり、前連結会計年度末に比べ128億６百万円と

10.4％増加しました。主な要因は、コマーシャル・ペーパーの増加と作業増加による支払手形および買掛金の増加によ

るものです。 

 

(固定負債) 

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は980億10百万円であり、前連結会計年度末に比べ18億95百万円と

1.9％減少しました。主な要因は、借入金の減少等によるものです。 

 

(純資産) 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は1,467億12百万円であり、前連結会計年度末に比べ10億43百万円と

0.7％減少しました。主な要因は、利益剰余金の増加とその他有価証券評価差額金ならびに為替換算調整勘定等の減少

との差によるものです。 

当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末を1.2ポイント下回る37.7％となっております。  

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

第２四半期（累計）業績および通期の業績見通しにつきましては、現在のところ平成28年５月10日に公表しました業

績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

(税金費用の計算) 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  (会計方針の変更) 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以降に取得した構築物

に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当該変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

（４）追加情報 

 (繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用) 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１四半

期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 
           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成28年６月30日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 21,806 23,337 

  受取手形及び売掛金 127,364 128,565 

  有価証券 1,508 2,396 

  未成作業支出金 3,601 5,747 

  その他 11,572 17,496 

  貸倒引当金 △73 △70 

  流動資産合計 165,780 177,472 

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 60,959 61,156 

   土地 59,355 59,308 

   その他（純額） 27,913 27,161 

   有形固定資産合計 148,227 147,626 

  無形固定資産   

   のれん 7,775 7,219 

   その他 6,057 5,792 

   無形固定資産合計 13,833 13,012 

  投資その他の資産   

   投資有価証券 19,191 18,373 

   その他 25,789 26,186 

   貸倒引当金 △1,579 △1,560 

   投資その他の資産合計 43,401 42,999 

  固定資産合計 205,463 203,637 

 資産合計 371,243 381,110 
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           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成28年６月30日) 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 70,980 74,721 

  短期借入金 21,531 17,771 

  コマーシャル・ペーパー － 12,000 

  未成作業受入金 1,688 1,412 

  その他 29,380 30,481 

  流動負債合計 123,580 136,387 

 固定負債   

  社債 32,000 32,000 

  長期借入金 22,519 21,063 

  退職給付に係る負債 29,610 29,612 

  その他 15,777 15,335 

  固定負債合計 99,906 98,010 

 負債合計 223,487 234,398 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 28,619 28,619 

  資本剰余金 12,726 12,726 

  利益剰余金 110,754 111,551 

  自己株式 △8,668 △8,669 

  株主資本合計 143,432 144,228 

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,660 1,864 

  繰延ヘッジ損益 △179 △166 

  土地再評価差額金 △1,319 △1,319 

  為替換算調整勘定 △790 △1,777 

  退職給付に係る調整累計額 739 740 

  その他の包括利益累計額合計 1,111 △657 

 非支配株主持分 3,212 3,141 

 純資産合計 147,756 146,712 

負債純資産合計 371,243 381,110 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第１四半期連結累計期間 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 117,588 125,478 

売上原価 108,534 114,212 

売上総利益 9,054 11,266 

販売費及び一般管理費 4,568 4,924 

営業利益 4,486 6,341 

営業外収益   

 受取利息 111 89 

 受取配当金 254 279 

 その他 249 322 

 営業外収益合計 616 691 

営業外費用   

 支払利息 228 194 

 為替差損 763 367 

 その他 241 361 

 営業外費用合計 1,234 923 

経常利益 3,867 6,109 

特別利益   

 助成金収入 － 788 

 特別利益合計 － 788 

税金等調整前四半期純利益 3,867 6,897 

法人税等 1,776 2,696 

四半期純利益 2,091 4,201 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△） 

△28 74 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,120 4,126 
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第１四半期連結累計期間 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 2,091 4,201 

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,284 △803 

 繰延ヘッジ損益 12 12 

 為替換算調整勘定 △1,696 △1,160 

 退職給付に係る調整額 △29 5 

 持分法適用会社に対する持分相当額 0 － 

 その他の包括利益合計 572 △1,946 

四半期包括利益 2,663 2,254 

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,785 2,357 

 非支配株主に係る四半期包括利益 △121 △102 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   (単位:百万円) 

 

報告セグメント 
その他 
(注1) 

合計 
調整額 
（注2） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注3） 物流事業 機工事業 計 

売上高        

 外部顧客への売上高 62,717 49,235 111,952 5,636 117,588 － 117,588 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

1,508 1,039 2,547 1,500 4,048 △4,048 － 

計 64,225 50,274 114,500 7,137 121,637 △4,048 117,588 

セグメント利益 974 3,166 4,140 240 4,380 105 4,486 

(注) 1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機材賃
貸、土木・建築工事等の関連サービスを実施しております。 

2.セグメント利益の調整額105百万円は、未実現利益調整額であります。 
3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。 

  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   (単位:百万円) 

 

報告セグメント 
その他 
(注1) 

合計 
調整額 
（注2） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注3） 物流事業 機工事業 計 

売上高        

 外部顧客への売上高 62,594 56,757 119,351 6,127 125,478 － 125,478 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

1,445 1,188 2,633 1,818 4,452 △4,452 － 

計 64,039 57,945 121,985 7,945 129,931 △4,452 125,478 

セグメント利益 1,161 4,921 6,082 221 6,304 37 6,341 

(注) 1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機材賃
貸、土木・建築工事等の関連サービスを実施しております。 

2.セグメント利益の調整額37百万円は、未実現利益調整額であります。 
3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した構築物に係る減価償却

方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しております。 

なお、当該変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。 
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